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○行事名 ： 第 9回 JRRN 河川環境ミニ講座 

○演 題 ： 中国における河川生態系の変化と自然再生の動向 

○講 師 ： 李 建華 氏（中国・同済大学教授 / 東京大学特任教授） 

○開催日時： 2011 年 12 月 22 日（水）18:00～19:30 

○開催場所： 財団法人リバーフロント整備センター 会議室 

          （東京都中央区新川 1丁目 17 番 24 号 新川中央ビル 7階） 

○主 催 ： 日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

○定 員 ： 20 名 

○参加費 ： 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 演 要 旨  
 

 

 

 

 

 

本講演では、はじめに中国全土における経済発展と環境問題についての概要をご紹介頂き、続いて水環境汚染の現状

や生態系への影響などについてご説明頂きました。また、悪化した水環境の改善に向けた中国における取組や、具体的

な河川再生の事例紹介、更には第 12 次五カ年計画における河川事業での自然再生に向けた方向性についても詳しく解

説を頂きました。 
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講 演 録  
 

 

0. 主催者あいさつ（佐合純造：JRRN 事務局長） 

 

それでは、定刻になりましたので、第 9回 JRRN 河川環

境ミニ講座を開催させていただきたいと思います。私は司

会をさせていただきます JRRN 事務局長で財団法人リバー

フロント整備センターの佐合と申します。よろしくお願い

します。 

 今日は第 9回となっていますけれども、今年度は 2回目

ということでございます。1回目は 8月末に韓国の方が来

られた時に、魚道に関わるテーマで開催させて頂きました。 

 今回は初めての試みとして、午後 6時から、これまでで

すと昼間、いわゆる勤務時間中に開催しておりましたが、

今回は少し趣向を変えて、皆様の事情がある方もおられる

かもしれないというところで、夕刻に開催させて頂きまし

た。 

 JRRN 主催行事ということで、配布資料にもあります通

り、日本河川・流域再生ネットワークでは、日本国内での

河川再生に関心を持っておられる方々のネットワークづ

くりを目指しておりまして、また ARRN という韓国と日本

と中国の３カ国で河川再生ネットワークをつくっており、

情報交流をしております。もし会員でない方がいらっしゃ

れば、ぜひこの機会に会員になっていただければと思いま

す。会費は無料で、特に何かの負担があるわけではござい

ません。 

 では、本日の講演でございますが、配布資料に書いてあ

ります通り、「中国における河川生態系の変化と自然再生

の動向」というテーマで、李建華先生にお話ししていただ

くことにしました。 

 李先生は、本年 10 月から４カ月ほど、東京大学と中国

政府が取り組む共同研究の一環で、水環境問題について、

川だけではなく、海の水環境も含めて、研究の連携とその

ための調整を目的に来日されています。この機会に是非こ

こでご講演頂きたいとお願いしたところ、今回快く引き受

けていただいた次第でございます。 

 李先生の経歴は、配布資料内に書いてありますように、

もともと日本に長く留学されておりまして、土木研究所の

研究員もされていました。私が昔に土木研究所の水循環グ

ループに在籍していた時にご一緒させていただいて、仲よ

くさせていただいた関係で、今回久しぶりにお会いでき非

常に光栄であるとともに、本日の講演は、私個人も非常に

関心を持って聞かせていただきたいと思っています。 

 では、李先生に早速ご講演いただきたいと思います。本

日のスケジュールですけれども、これから 1時間ほどご講

演いただいて、その後 30 分ぐらいディスカッションとい

うことで、19時30分に終了ということで考えております。

それでは、先生、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 背景－中国の経済発展と環境問題 

 

 
 

ご紹介いただきまして、ありがとうございます。 

私は 2003 年から中国上海の同済大学におりまして、そ

の頃は、ちょうど中国の経済発展のすさまじい時で、特に

上海は長江の一番河口に位置しており、中国中央政府が長

江の水環境に関する重点実験室を設立し、その担当として

長江流域に関わる研究を実施しております。このスライド

の写真は長江流域の動物です。 

 
早速本日の講演に移りたいと思います。本日は河川生態

系と再生というトピックで紹介させていただきますが、ま

ずは背景から説明させて頂きます。 
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皆さんご存じのとおりだと思いますが、日本の昔の経済

急成長と同じように、GDP は 30 年以上継続して 10％ぐら

いで発展し、特に都市化と工業化によって、速度は速いの

ですけれども、例えば、日本の急成長、あるいは韓国とか

台湾地域の同じ時期と比べると、どうも GDP の中に占めて

いる都市の割合が大きいといった評価があります。 

 

 
 

つまり、量的にはかなり増加しているのですけれども、

質のほうは単純平均と加重平均で、それほど増加していな

いという評価もあって、それに関してもちろん色々な環境

問題も関係するのですけれども、本日は時間の関係で、細

かいお話まではできずに申し訳ありません。 

 

 
 

今の中国は速い発展の結果、既に昨年に GDP で第 2位の

経済大国に、とにかく世界の工場と言われていて、中でも

特に輸出に依存する割合が非常に大きい特徴があります。 

更に、何といってもエネルギー、環境、この 2つの重要

な分野で、エネルギーでは第 1位の生産国になって、第 2

位の消費国、また原油も既に輸入第 3位になっていて、あ

とは、エネルギー発電のマーケットで第 2位になっており

ます。特に中国は石炭に依存しています。もともと輸出が

多かったのですが、現在は石炭も外国から輸入しています。

ですから、世界最大の石炭生産と消費国になっている。そ

れに関係して、大気汚染、温暖化ガスの両方とも世界一に

なっています。 

最近 COP17 の色々な話題がありましたが、一つの大国と

して、中国の経済発展だけではなく、グローバルという意

味でも、これからの中国の動向は、世界から非常に注目さ

れています。世界トップ 20 の最も汚染されている都市の

中に、中国は 10 個、つまり、2分の 1を中国が占めてい

ます。 

 

2. 中国における水資源と河川環境の諸問題 

 

 
 

本日は水環境に関する話題ですが、この抜けている部分

は、中国北方系は砒素とかフッ素、あるいは塩害の地域で、

かなり深刻でしかも規模が大きいです。 

 

 
 

また、東南、つまり南のほうは水質汚濁の問題、さらに

このスライドが示しているのは、我々が経済発展するとき

に、都市化によるバイオ・キャパシティーとエコ・フット

プリントの結果です。これは長江の中流から湖南省とか湖

北省とか上海も含まれます。また全国平均、どこの省でも

エコ・フットプリントは、バイオ・キャパシティーより約

倍以上高い状態です。上海地域も当然のことで、10倍以

上も高いということです。 
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そうしますと、この写真のように、長江の中の生態系を

最も象徴するような哺乳動物あるいは魚が急激に減少す

るということが生じます。 

 

 
 

これは長江の中で、中国で最も好まれる淡水魚の中の代

表的な四大家魚と言われている魚の稚魚の量の変化で、10

年間でものすごいスピードで減少しているのが分かりま

す。こうして見ている数字は、野生のデータなのです。 

 

 
 

今年は、中国水環境に関して『サイエンス』『ネーチャ

ー』に５つの報道があって、北方系の水不足の報道、あと

は、後で少しお話ししますけれども、中国とインド、ヒマ

ラヤの生態系、水資源の話、特に、地下水とか、生態系と

いう話題が世界から注目されています。 

 

 

 

 
 

中国全体の水系と水循環をこの図で簡単に紹介したい

のですけれども、これは中国の地図です。外流の地域と内

流の地域とに大きく２つに分けられて、こちらは 64％、

内流のほうは 36％、つまり、外流のほうは、降った水は

全部海に流れていく。内流のほうは、内部で降って、また

蒸発して降るという水循環、外流のほうは、面積は 64％

ですけれども、実際の量でいうと 96％を占めていて、ほ

とんどは太平洋側に流れていくことになります。一部分ヒ

マラヤの南のほうはインド洋、あと新彊の北側が北極海の

ほうに流れるという特徴があります。 

 

 
 

また水資源の分布は、この図で大体わかると思います。

非常にアンバランス、不均質という特徴があります。5つ

のゾーンに分けられる豊富な地域から、非常に干ばつの地

域、南と北で大きく分けると、北の水資源の量は 2割弱に

なります。でも、人口は約半分で、むしろ北のほうが多い

という大きな矛盾があります。 

特に南は都市化することによって、ますます耕地の面積

が減って、こちらのほうにシフトする傾向もあって、水資

源不足、今は肥料、あるいは地下水に頼って支えている状

況です。もちろん今、中国は、三峡ダムよりも大きなプロ

ジェクトである南水北調は皆さんご存じと思うのですけ

れども、どうしても南の豊富な水資源を北にもっていかな

ければならず、この事業をスタートしているのです。 

北と南を大きく分ける場合は、さらに、東南と西の２つ

に分ける場合は、ほとんど東南部に集中して、水資源総量

の 9割以上が集中しています。一方の西北のほうは非常に

少ないです。今、西北のほうは、中国内陸の大開発、ある

いは西の大開発、実際いろいろな開発等が行われています。

きのうも東北大学でいろいろな先生とお話をして、地下水
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は 300 メートル以下まで掘らないと、なかなか水がないと

いう現状もあります。 

 

 
 

これは今年 11 月号の『サイエンス』の報道で、10 月末

に中国中央政府が発表した地下水のこれからの 10 年計画

でありまして、10 年間で 55 億ドル、徹底的に地下水の調

査と修復事業をする予定です。中国の国立研究機関の調査

データによれば、既に浅いところの地下水の 90％ぐらい

が汚染されています。そのうち、37％があまりにも汚染さ

れて、飲用水として利用できない状態です。ですから、世

界から注目されています。 

 

 

 
 

それと、都市の水不足は、先ほどもお話しましたように、

天津、北京、あるいは食料生産で最も重要な生産基地の山

東省、湖南省、このあたりも重要な生産地で、水不足は非

常に深刻です。 

データを見ると、昔、例えば、水耕田、このあたりにも

葦原とか、水資源が非常に豊富にありました。『サイエン

ス』の論文の中に、そういう警告もあって、この地域はあ

まりにも井戸をたくさん掘っているので、40 年間で既に

1,200 億トンの地下水を使っていて、その補給はなかなか

できず、このままさらに進むと、中国の人口の 1割を養う

能力を失ってしまうという警告もありました。今日は皆さ

ん専門家で、特に大先生も来ていただきましてお分かりか

と思いますが、地下水補給はなかなかできないところです。 

 

 
 

それと、南のほうは水がたくさんあるのですけれど、こ

のごろ都市化、工業化、生活、いろいろな原因で汚濁は深

刻で、これは 2007 年の『サイエンス』の報道で、太湖の

アオコの様子です。 

 

 
 

最も深刻なのは上海、蘇州、無錫のあたりで 200 万人、

この湖の水は町の水資源にもなっていますが、2日間も断

水したこともあります。 
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あと長江の末端、河口には上海がこのあたりにあって、

こちらはもう東シナ海ですね。水質汚濁によって、赤潮の

発生も毎年規模が拡大しています。 

 

 

 
 

その中で、生態系に関しては、例えば長江、あるいは黄

河の上流にあるヒマラヤは、『ネーチャー』の中に書いて

いるように、中国もインドもヒマラヤの両サイドに存在し

て、経済的にも、今は中国もインドも大体 9.9％ぐらいの

成長率です。 

ただ、実際のところは、ヒマラヤの水資源、あるいはヒ

マラヤのほかの資源をめぐっていろいろな開発、あるいは

紛争があって、ヒマラヤの生態系は非常に弱いですから、

少なくとも世界の半分ぐらいの人口が、ヒマラヤの夏の間

の雪解け水に頼っているということもあって、ヒマラヤの

共同保全、あるいは生態系の保全は非常に重要であります。

つまり、中国の黄河と長江の源にもなるし、あとメコン川

の源にもなる。日本の先生もそういう調査をたくさんやら

れています。 

 

 

 

 
 

長江は非常に規模が大きいです。日本は利根川が一番大

きいですけれども、中国では本流ではなくて、支流のほう

も大きな河川が、利根川より大きい河川が 12 本もあるの

です。それと、長江の湖沼は、流域の中で非常に多くて、

全部で 2万平方キロメートルの面積があります。そのこと

によって、非常に重要なハビタット、約 170 種類の魚がこ

の流域に存在しています。この量は、中国の半分以上の淡

水魚の生産、世界的には 44％、中国では淡水魚を食べる

習慣がありますので、量的にはこの流域が非常に大きいと

いうことが言えます。 

 

 
 

これは長江流域の図ですけれども、1950 年以来半世紀、

たくさんのダムがつくられ、それによって、河口まで運ば

れる土砂の量はどんどん減っているということがありま

す。 
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あと、論文によって、もちろんこれはまだ複雑な部分も

あるのですけれども、流域の農業でたくさん肥料を使うこ

と、つまり、Ｎ：Ｐが上がって、Ｎ：Ｓiの比率も上がっ

て、この原因は非常に複雑です。 

ただ、人口増、生産業増、肥料もたくさん使っています

ので、これは日本の先生の仮説がありまして、長江に三峡

ダムが造られ、つまり、大きなダムをつくることによって、

シリカがここにとられて、流速が減少して、透明度が上が

って、このあたりの本流ではなく支流のほうの研究の結果

が、珪藻のブルームが、このごろ毎年起こっています。つ

まり、水位が上がることによって、本流の流速が減少する。

あと支流は、本流と合流するところでは、大体流れが止ま

ったり、逆流するということも指摘されています。 

 

 
 

そうすると、河口あたりのバイオ・ポンプの力が弱まっ

て、赤潮が起こりやすくなるなど、クラゲが発生する原因

にもなったりします。 

 

 
今日は時間の関係で、長江流域に絞ってお話をさせて頂

きますが、長江は大きいので、三峡ダムの少し下流から湖

北省武漢の湖口というところ、この間は中流、それ以下は

下流、上流は水の流れが非常に速くて、流速が速い特徴が

あります。中流は、いろいろなたくさんの湖沼が集中して

いる地域、下流のほうに行くと川の幅が広くなるという特

徴があって、下流のほうは平らで流速は非常に遅いです。 
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それと、長江流域には、たくさんの発電関係や洪水防止

目的の施設が建設され、その数は、2005 年時点で 522 万

か所という統計データがあります。そのため、洞庭湖や鄱

阻湖など大きな湖を除き、長江の本流につながるほとんど

の湖沼はゲートによってコントロールされています。この

結果、魚の移動が制限されたり、下流の湖沼の面積も減少

しています。容量にして 567 億 m3 が減少し、これは三峡

ダムの容量の 2.5 倍に相当すると言われています。 

 

 
 

長江には様々な魚、特に回遊魚がたくさん生息していま

す。例えば、ウナギ、チュウカザメ、ヒラコノシロ、銀魚、

あと我々と九州大学の島谷先生のグループが 2009 年から

の調査で見つけたこういう魚で、日本語でエツという魚で

すが、これも回遊魚です。また半回遊の魚として、非常に

美しい、四大家魚も生息しています。 

 

 
 

さらに哺乳類もこれだけいまして、ダムの影響、水質汚

染の影響など直接・間接的な影響を受けています。 

 

 

 
これはチュウカザメ、国家一級保護動物で、毎年 7 月、

8月の夏の間に遡上して上流で産卵します。これが河口か

ら遡上して、一番上流は重慶の辺りまで上ります。 

 

 
 

結局、三峡ダムや他のダムにより、ここまで回遊するこ

とがもうできなくなっています。調査の結果から、繁殖の

規模も非常に減少しています。 
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これは先ほど示した中国人が最も好きな淡水魚です。 

 

 
 

この魚は春に回遊して、上流に遡上して産卵します。春

には特においしくて、野生のもののこの時期の値段は金の

何倍も高くなります。もちろん最近は、1年間に 3カ月の

禁漁期間を設けているのですが、それでも密漁が行われて

います。これは、元々は三峡ダムまで回遊できる魚で、鄱

陽湖の上流で産卵して、その後稚魚がある程度大きくなっ

て、秋ぐらいにまた下流に、更に海まで戻るという習慣の

魚です。 

 

 
 

やはりかなり数が減っています。 

 

 
 

これが先ほど言っていた日本語でエツという魚で、中国、

日本、朝鮮半島に広く分布していて、我々の共同調査でも、

長江下流の太湖にある一番大きな流入河川でもよく見つ

かった魚で、絶滅の危機に瀕しており、ハビタットの変化

が生息数減少の最も重要な原因です。 

 

 

 
 

この魚は、回遊魚で、ここまで回遊できます。ただ、最

近のいろいろな研究の論文でわかっているのは、まだ亜種

ではないのですけれども、もう海まで回遊しなくても、河

川と湖の間で生活できるようになっているそうです。この

生息数にも変化が見られます。 

 

 
 

あと中国人が最も好きな魚がこの銀魚で、卵と一緒に料

理したり、透明で非常においしいです。 
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大体は湖の中に生息しています。6種いますが、大きく

2つのタイプがあって、そのうちの１つは、海まで行かな

くても、鄱阻湖とか巣湖とか太湖などの湖沼の中で成長す

るということがわかっています。ただ、ハビタットの変化

の影響で、回遊はなかなかできなくなっています。 

 
これは四大家魚です。この頃は養殖がほとんどで、野生

物の数はものすごく減少しています。 

 

 
 

これは産卵場所の分布ですけれども、いろいろなところ

に産卵場がたくさん存在します。鄱阻湖とか洞庭湖、さら

にその上流にも、特に野生のものに変化が見られています。 

 

 
 

あと哺乳動物、これはイルカです。 
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イルカは、東大の先生も調査に入っていますが、2007

年以降はもう見つかっていません。ですから、絶滅したと

いう推測もあるのですけれども、ある中国の研究者は、大

きな湖もあるから、まだどこかに生息しているかもしれな

いという指摘もあります。これがイルカの回遊、生活環境

ですが、本当にいろいろなハビタットを必要とします。こ

れは変化ですが、2007 年以降はもう記録がありません。 

 

 

 
 

これは哺乳類で、英語ではポーポスというのですけれど

も、非常にかわいい哺乳類、このごろの調査結果で、もう

1200 頭ぐらいしかないことがわかっています。これもか

なり長く移動する習慣があります。 

 

 
 

あと少し紹介したいことが、2009 年から九州大学の島

谷先生の研究室と三菱商事の助成による九大 G-COE プロ

グラムの援助により、2007 年の太湖でのアオコの問題を

中国中央政府と地方政府が非常に問題視して、アオコは水

質汚濁の結果ですけれども、これまで島谷先生と様々な検

討をした結果、太湖流域はもともと豊富な河川と湖がたく

さん存在していて、生態系の自然浄化能力が非常に高いこ

とがわかりました。そういう部分は中国サイドもまだよく

わかってない部分もありますので、私が担当している中国

第 11 次 5 カ年計画の中で一番大きな国のプロジェクト、

その中の太湖流域のプロジェクトと関係して、まず太湖の

最も大きな流入河川の生態系の調査を徹底的にやりまし

ょうということで進めています。 

 

 
 

この河川は、太湖の総流入量の 30％ぐらいを占めてい

ます。長さは 151.4km、流域面積は 2,265km2、特に上流の

ほうは勾配があって、中流から河口までは大陸の河川、勾

配が非常に小さいというようなところで、日本の河川に似

ているところもあります。 

太湖周辺のもう一つの特徴として、太湖は基本的にこち

ら側が少し高いく、中央部分だけが低いです。こちらの周

りも太湖より少し高いので、洪水防止の役割は非常に重要

で、雨が降ると、ポンプを使わないと水が詰まるという、

なかなか排水できないという地域です。 

ですから、今の国のプロジェクトの中にも、気候変化、

あるいは異常気象でたくさん雨が降った場合は、このあた

りは GDP に占めている割合が非常に高いから、安全性の面

もプロジェクトを計画しているところで、上海に入る前に

長江に水を出すものです。 

つまり、上海に大きな黄浦江がありますが、その黄浦江

の水も太湖から流れてくる水です。これは、その流域の河

川で、東チャオシー川、また西チャオシー川もあります。
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全体でチャオシー川流域ですが、東チャオシー川の上流の

ほうは北、中央部分と南にさらに 3つの河川があります。 

これが河口付近の河川の写真です。砂利運搬の船が結構

たくさん存在しています。上海の都市建設のため、このあ

たりには砂利をつくる鉱山が存在して、船を使って結構た

くさん運搬しています。これは中流、それは上流、水が結

構澄んでいて、浅くて勾配もあるというところです。 

 

 

 
 

調査は、トータルで 41 種の植物、そのうち底生性、沈

水性、また浮葉植物などです。魚の調査については、時間

の関係で詳しいお話は省略しますけれども、全部で 85 種

の淡水魚が確認され、そのうち 35 種が中国にもともと存

在する土着の魚、あとは 3種の外来種の魚も見つかってい

ます。 

 

 
 

このグラフが示しているのは、サンプル数が増えること

によって、魚の種類、つまり、多様性も増加するというこ

とです。本日参加しているＳさんもこの調査にずっと参加

して、たくさんサンプルがとれました。種類が非常に豊富

で、かつて日本に存在していた魚が見つかるなど、日本の

研究者もぜひ今のうちに徹底的な保全策を出した方がい

いと思います。そもそも河川再生で先進国がやったことは、

日本もヨーロッパも、まず洪水のことを優先し、生態系を

無視して、その後、例えば１匹の魚がいなくなった段階で

やっと再生事業に入るというものでした。 

中国では、これだけ豊富な魚の資源、多様性が存在して

いるうちに、特に中流から上流は、まだそれほど護岸とか

人為的な影響がないところも多いので、こういう調査のデ

ータに基づいて、保全対策、場合によっては保全の技術を

使って再生事業を行ったほうがいいのではないかと思い

ます。 
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これは現地で調査した魚の一部の写真です。かわいい

色々な魚が存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

さらにハビタットや環境要因等を色々分析したところ、

船の関係とか、濁度の関係とか、いろいろ相関関係があっ

て、例えば、濁度の場合、船の運航でかなり高くなってい

ます。あと鉱山の砂利生産の関係でも、濁度が高いです。

魚の密度とか、種の多様性との相関をとると、やはりマイ

ナスの相関がわかっていて、この２点だけ、濁度が高いと

ころだけですが、氾濫原ということで、魚にとって植生と
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か地形とか、こういうところは非常に高くなっています。

底生植物との相関はあまりはっきりしていません。ただ、

沈水性の植物とはかなりプラスの相関があることがわか

っています。浮葉性の植物ともあまり明確な相関はとれて

いません。 

 

 

 

 

 
 

 

あと、上の一番北と言われる支流に絞って空間分布とか、

時空間間分布とか、この分析で空間は結構有意な分布を示

しています。ただ、時間的にはあまり有意な差は見られま

せん。 

 

 

 

 
 

また、色々なハビタットの環境要因、すなわち深さとか、

流速とか、PH、こうしたものとの相関がとれています。特

に、いろいろなハビタットの調査をしまして、非常に流速

の速い早瀬のところに生息する底生魚で、流速とプラスの

相関があり、また底質、砂利のサイズにも相関があります。 

今、島谷先生と計画中ですが、この調査結果を踏まえて、

この魚の保全を来年からスタートさせようとしています。

私が担当している河川の中流、下流では、日本で昔使われ

た接触酸化もやっています。 

この河川は、上流の水質はまだいいほうです。ただ、下

流に行くと、やはり地域の開発、たくさんの養殖産業で水

質が汚染されています。 
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ただ、最近は地域開発により様々な河川工事が行われて

います。昔の日本のようなコンクリート護岸とか、我々が

調査している間にもいきなりこういう変化も見られたり

します。これは 2011 年、これも 2009 年、2010 年と変化

することによって、魚への影響が出ています。 

 

 

 

 

 
 

あと淡水魚の量をたくさん調べていますが、我々の調査

データから、ほとんど小さい魚しか見られていません。 

 

 
 

大きい魚は全部と捕獲されてしまったようです。その辺

の事情も政府に提案して、このあたりの魚の保全対策をも

う少し講じる必要がありますと。 
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特にある調査の中で、南、真ん中、北で、真ん中、北は

もともと存在する魚の割合、保護すべき魚の割合が大きい

ということがわかって、まずこの２つの支流の保全を先に

やる必要があります。今はまだ人為的な影響がないところ

で、こういうハビタットも存在しているところで、生物資

源の多様性の保全は非常に重要です。 

 

3. 中国における河川再生の取組み 

 

 
 

時間がありませんが、ここからは中国の河川再生につい

てお話させて頂きます。実際に色々な問題に直面していま

す。大きい規模の河川もありますし、小さい規模の河川も

あります。ただ、今のところは、例えば、大きな河川の場

合は、洪水は大体 10 年に一度の治水安全度、中規模河川

の場合は 5年に一度、上流に行くと洪水に対する計画基準

がないところもあるのが現状です。 

また、農業、工業、生活、ノーポイント汚染の問題、都

市のスペース不足の問題、先ほど紹介の中にもありました

ハビタットの損失、また研究は進んでいますが、本当に河

川に適用する優れた技術はまだまだ足りない分野がある

と私は思うのです。 

あとは中国の地方部では特に行政の力が強いので、考え

方自体、経済最優先で、河川、生態系、あるいは河川の環

境保全などを話題には出しますが、実際にバランスをとる

ときには、経済の方を優先させるのが実態で、余裕がある

ところについては、色々な取組を行っています。 

 

 
 

歴史を見ると、大体この 10 年間ぐらい、特に下水の整

備が遅れていますので、河川修復は曝気装置とか接触酸化

とか、海外から紹介されてきたいろいろな技術と、ローカ

ルで開発したものを使って、河川水質改善の取組を色々や

っています。 

生態系配慮の観点で見ますと、このごろの護岸は、特に

2005 年以降は、色々な取組をやっています。ただ、日本

や台湾、ほかにヨーロッパや北米の技術が入っていますが、

このあたりのモニタリングはまだ足りないのが現状です。

他の技術も、パイロット研究という形で実施しているとこ

ろもあります。 

 

 

 
 

河川修復に関する論文もかなり増えてきていて、河川事

業は国の第 11 次 5 カ年計画のときに、主に合計 11 の都市

で実施されていて、このごろは 11 の都市全部で河川事業

も行われています。 
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最近は、どこでも浮島とか、wetland 浄化、曝気、土壌

浄化、礫間酸化、こういった技術を使っています。中国が

日本と違うところとして、日本はある程度河川水質が回復

してから河川再生、自然再生を行った歴史がありますが、

中国がこういった技術を使う最も重要な目的は、水質改善

が一番重要で、例えば、自治体は河川事業を実施する際に

は、まずはこの水質ならこのぐらいのお金を使って、1年

あるいは 2年で水質がどれぐらいまで改善できるか、そう

いうことを優先的に考えて進めています。 

 

 
 

加えて、景観、例えば、河川再生の中で安全性はもちろ

ん重視します。ハビタットについてはまだあまり認識され

ていません。あるいは研究者と行政が話をするときに、あ

る程度認識はあるのですけれども、事業を実施する時には、

どうしても水質と景観を優先に考えてしまいます。こうい

った色々な護岸の技術は、かなりたくさん使っているので

す。 

 

 
 

 

 
 

私も担当している重要なプロジェクトとして、スペース

シャトルとか、巨大飛行機の開発と並ぶプロジェクトとし

て、水汚染コントロールプロジェクトがあります。かなり

の予算を使って、その中で河川にも大きな予算が付けられ

ています。ただ、主目的は水資源の確保、それと水質改善

というところです。 
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このプロジェクトでは、中国の重要な流域、3つの河川、

3つの湖沼、それとあと１つ、ロシアとの国境あたりの松

花江という大きな河川、更には三峡ダムで実施されて、こ

のあたりは大きな予算がついています。 

 

 
 

北部は基本的には水不足ですので、河川の生態系に関わ

る分野では維持流量の研究を、シミュレーションすること

によって、政策をどうとるかの研究が行われています。 

 

 

 

 

 
 

例えば、以前報道された黄河断流、黄河だけなのですけ

れども、北方系のほうは基本的には降雨量が少ないので、

そういうところで如何に河川の流れを保つかが課題です

が、南の方では水質汚濁の問題が最も大きいです。 
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これは西の河川で、wetland とか、景観とか、そのあた

り、長江の下流にはこういうところもあります。 

 

 

 

 
 

都市河川については、例えば北京では、オリンピックの

ために政府がかなりのお金を投入しています。いろいろな

事業、国際的な競争入札とか色々やっていますが、これを

見るとあまり連携ができておらず、景観、水質は別々に取

り組まれています。 

 

 

 



 

21 

日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN）

 
 

私が担当している上海の大きな島での話題を紹介しま

す。私は水環境をいろいろ担当していますが、この島はシ

ンガポールよりも大きく、2009 年にはこの小さい島から

十数キロの大きな立派な橋が完成し、上海から直接車で行

けるようになりました。私は、最初この島に研究室をつく

って、まだそのときは船で移動していました。この島には

２つのラムサール湿地もあって、ものすごい数の渡り鳥が

毎年飛来します。 

 

 
河川は主に長江から水が入ってきますが、全部ゲートが

設置されています。南のほうから水が入って、北から出す

という水管理を行っています。 

 

 
 

 

 
河川事業としては、こういう河道を造り、ポーラスコン

クリートとか、景観向上を目的に、私が担当していた事業

ですが、植物のモニタリングとか水質モニタリングとか、

またガイドラインなども作りました。 
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これは、北米のカナダで開発された技術で、この袋の中

から植物が入りますが、モニタリング調査をしています。 

 

4. 今後の河川再生に向けた展望 

 

 
 

長江はこれからさらなる内需拡大の目的で、今は沿岸域

中心ですが、これから長江流域全体が発展していきます。 

 

 
 

その中で、特に現在は内需 10％を目指したい国の方針

があり、もちろんまだいろいろな問題を抱えていますが、

その中でも長江流域の人口、世界的に見ても都市化、中国

はまだ 48％ですが、2009 年は 46.6％、第 12 次 5カ年計

画の真ん中ぐらいに 50％になるという見通しです。 

 

 

 

 

 
 

長江流域にはいろいろなプレッシャーがあって、生態系

の保全、河川事業とどういうふうに結びつくか、中国にと

って非常に重要な課題ですべて昔のようなやり方である

程度、１人当たり GDP が 9,000 ドルを超えると、特に生態

系の保全は手遅れとなります。 

 

 

 
 

ですから、最近の中国は、自治体、地方政府と責任上の

サインをして、スマートシティーの建設などが進んでいま

す。これは日本でも報道されましたが、ものすごい投資額

です。 

ただ、技術不足もあり、中国の水環境は、これからさら

に都市化が進行し、工業化も進行する中で問題です。昔、

先進国では、ある程度の時間スケールの中で、段階的に出

てきた環境問題が、中国は今一気に出てきていますので、

今いろいろなプロジェクトを実施している内に、着実に改

善されているところもあるのですけれども、まだ全体では

悪化していると言えます。河川環境は、エネルギー問題や

地域発展とか、いろいろなインパクトがあり、河川に生息
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する水生生物の多様性もまだ激変する傾向が続いていま

す。 

これは最近訂正された第 12 次 5 カ年計画で、環境保全

の予算額、これは全体で、研究のほうも大きな予算をつけ

て、この中で特に生態系、生物多様性保全を最重要課題と

しているのですけれども、これからいろいろなことをやら

なければいけません。 

今日は時間の関係で、ここまでにさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

【佐合 JRRN 事務局長】 どうもありがとうございました。 
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質 疑 応 答  
 

※個人情報保護の観点から、質問者氏名が分かる部分は加工しました。 

※司会：佐合純造（JRRN 事務局長） 

 

【司会】李先生、どうもありがとうございました。それで

は、残り 30 分ぐらいで、皆さんから質問とかご意見をお

伺いしたいと思います。では、ご質問なり、ご意見がある

方は手を挙げて、できれば、先に所属とお名前を頂ければ

幸いです。どうぞ。 

 

【質問者 1】魚の話の中で、長江で外来魚が 3種類確認さ

れているとありました。外来魚というのは、どんな種類か

わかりますか。 

 

【李講師】まず、外来種が発見されたのは、長江全域では

なくて、下流の、しかも太湖流域の一つの流入河川です。

具体的な種類については、本日参加されていて、実際の調

査にも加わったＳさんから回答頂いた方がよいかと思い

ます。 

 

【S さん】九州大学のＳです。李先生と一緒に研究をさせ

ていただいています。外来魚は、2種は養殖用で、インド

のほうから輸入した魚が、養殖から逃げ出した個体が野生

化しました。あと１種はカダヤシという、メダカのような

感じの魚の合計 3種です。 

 

【質問者 1】ありがとうございました。 

 

【司会】では、他にございますか。 

 

【質問者 2】中国の河川の管理は、どの政府が責任を持っ

ていますか？中央政府なのか、それとも地方政府ですか？ 

 

【李講師】日本と同じ様なところもあります。異なった部

分は、流域管理については、中央政府は日本の水管理・国

土保全局に似て、中国水利部と全国 7つの大きな流域委員

会がありまして、長江にも１つの流域管理委員会があり、

その組織が担っています。さらに長江はあまりにも大きい

ので、太湖にも１つ、長江の中に大きな流域委員会があり

ます。ただ、実際の河川の工事となりますと、もし国の法

律や基準があった場合、洪水防止などの通常の河川管理は

自治体が予算を出していますので、地方政府が担当してい

ます。ただ、大きな河川の場合、計画は必ず中央政府の許

可を得てやっています。  今、中国で一番大きな課題で

ある水源の河川水質、すなわち 2007 年から中国はエネル

ギーと環境の２つの分野、省エネと汚染源削減対策で、中

央政府と、例えば自治体の市長、副市長が責任を負ってい

ます。第 12 次 5 カ年計画では、河川の水質はこの 5年間

でどこまで回復させるかを定めた文書があって、市長・副

市長がサインをしています。当然その分は、自治体が予算

をつけて、水質改善事業を実施します。 

中国中央政府が監視しているのは 2つ、1つは COD、も

う一つはアンモニア窒素の量を全国的に監視しているの

で、それぞれ分担して、目標値を達成できるかどうかを監

視します。できなければ、クビにするというようにしてい

るのです。中国は日本と違って、トップダウン的なやり方

で物事が進みますので。 

 

【質問者 2】例えば、長江水利委員会がありますね。そう

したら、太湖の分は、全額長江水利委員会がお金を出すの

ですか？ 

 

【李講師】太湖については、太湖流域委員会が出します。 

 

【質問者 2】それは中央政府のお金ですか？ 

 

【李講師】例えば、中央政府が管理しているプロジェクト

は、中央政府が全部お金を出すのではなくて、中央政府が

部分的にお金を負担します。小さい河川の場合は、中央政

府はお金を出さず、地方政府のお金だけで実施します。 

 

【質問者 2】それは中央政府から命令が来て、地方政府は

自動的にお金を出さなければいけないのですか？それと

も地方政府の予算の範囲内でやればいいんですか。 

 

【李講師】予算の範囲内になります。 

 

【質問者 2】その場合、第 12 次 5 カ年計画に変更が起き

たときに、お金がないときに事業が遅れたら、クビにされ

たら困るのではないですか？ 

 

【李講師】それはいろいろな議論があるのですけれども、

GDP の中に必ず何％の予算、環境事業、水利河川事業、特

に今年の１号中央令があって、今年から 10 年間で 4兆人

民元、約 6,000 億ドルを投資するというものです。今年は、

特に春ごろは干ばつでしたが、その後一気に洪水が発生し

て、安全性の問題、または水質の問題、そういった水の問

題が発生し、そうした場合には中央政府の予算がつきます。

それ以外は、大きな枠組みの中に、例えば、総量規制、第

11 次 5 カ年計画から始めて、今年から第 12 次でさらに強

化します。その指標を設定して、あと地方政府の予算でや

る形になります。 

 

【司会】国が重点だと決めた、国が出すと決めた場合は、

地方は必然的に資金を出さざるを得ないのですよね。他の

事業は一時的に中断してでも優先的にという感じなので

すか。 

 

【李講師】そういうシステムになっています。ただ、中国

は面積が大きく事業すべき箇所も広範に及ぶため、実際ど

こまでやるかという問題はあるのです。 

 

【質問者 2】わかりました。もう一点教えてほしいのです

けれども、例えば、川の水質を改善する、よくするときに

は、下水道とか、浄化槽とか、汚水処理施設を入れなけれ

ばいけないんですよね。そうすると、中国も役所の縦割り

が日本以上にひどいと思いますので、例えば、水質をよく

するときに、発生源で対策をするのと、浮島を入れるのと

が歩調が合っていないといけませんね。それが、１つの流

域単位で、対策は全部足並みがうまくそろうのでしょうか。 

 

【李講師】現実にはなかなかうまくいっていないです。先

ほどご紹介した、国の第 11 次 5 カ年計画でスタートした

太湖流域のプロジェクトで中央政府の考えた枠組みは、先

ほど紹介した魚類調査の流域は研究費だけで 1億 2,000

万人民元ぐらい支出しているのです。 
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目的としては、流域のノーポイントソースを徹底的に削

減するというもの。そうすると、発生源対策を徹底しなけ

ればいけません。その辺は、中央政府の指示があるのです

けれども、今のところ、我々研究者と地域政府は色々な話

し合いをしていて、なかなか難しい。 

中央政府は計画があって、予算の分配が既に終わって、

我々の言う通りにはなかなか実施してくれません。あと中

央政府は、最初の約束では、調整するというのがあるので

すけれども、地方政府はなかなか中央政府の調整もきかな

いケースが結構多いです。中央政府が十分考えた結果とし

てこちらの下水処理を先につくるとしても、そのようなお

金はないというケースも結構出ています。第 12 次 5カ年

計画では、そこを上手に調整しないと、お金の無駄遣いが

結構あるのです。 

例えば、ある河川の水質改善のプロジェクトをして、残

りの予算がないと、維持管理ができませんので、それ以降

は機能できなくなる。特にその流域の分散型の水処理は、

日本の浄化槽のような技術もやっていますが、実際現地に

行ったときに、建設の後に水が流れていないケースも結構

あります。多分第 12 次 5カ年計画では中央政府もそのあ

たりを意識すると思います。 

 

【質問者 2】どうもありがとうございました。 

 

【質問者 3】発生源との関わりで、中国には水質汚濁防止

法、日本では、発生源のところから、汚い水を出せば、そ

れなりに罰金なり、刑罰がありますけれども、そういう監

視を、自治体がしっかりとやって、汚い水が出ないように、

発生源から押さえるということがなされているかどうか

ということと、日本では、環境基準のようなものを各河川

に設けてやって、それの達成を目指すようにして、各流域

全体で取り組みをやっていますけれども、そういう環境基

準のようなもの、目標基準といったものがあるのでしょう

か。 

 

【李講師】2つともあります。発生源に関しては法律もあ

って、基準もあって、法律の中に定めたのは、排出するほ

うが責任を持って、基準を満たすまで処理する責任があり

ます。ただ、いろいろ問題があって、守っていないところ

もかなりあるのが実態です。中には、中国のローカル企業

もれば、結構大きな外資の企業もあります。NGO や NPO が

大企業に対して監督しています。中国の環境や水質の許可

をしている環境部局は人数が足りないので、細部まで監督

できていないのが現状です。人数も増やして強化していま

すが、今のところは、まだ全てを監督できていないという

状況です。 

環境基準については、例えば、太湖流域は、中国の基準

は日本とちょっと違って、１級 BＢの基準で出していいと

しています。トータルでシミュレーションした場合、まだ

栄養塩も COD も入りますので、厳しくして１級 Aにしたの

ですが、そうすると、COD も窒素もリンもかなり厳しくな

る。そうすると、すべての下水処理場をある時間内で全部

改造して、その基準を満たさなければいけません。そうい

うことはまず都市下水場からやっています。ただ、工場の

排水はまだ問題があります。先ほどの案内資料にあったよ

うな、隠して工場からパイプで直接河川に流出させている

場合もあります。 

 

【質問者 4】一時に比べると、中国はいろいろ面でいろい

ろなことをやっておられるのは理解しているつもりです。

建設から環境に重点が移りつつあるというお話で、研究も

相当進んでいるということで、論文の数をお示しになりま

したね。 

そういうものも含めて、何でもみんなそうなのですけれ

ども、年次的にどういうふうに、論文なら論文がどのぐら

い増えているのか、質もどうなっているのか、それから、

研究者の数がどのくらいかなと、一生懸命おやりになって

いるのはわかるんですけれども、最近顕著な変化というの

はあるんですか。 

それから、予算なんかも、日本と比べると、地方の力が

ちょっと強いかなと、省によって随分違うのですけれども、

そういう感じもしないでもない。例えば、広東あたりです

と、パールリバー、珠江の水をよくするのだと新聞なんか

に書いてありました。旅行しているときにたまたま新聞を

見たのですけれども、2～3年のうちに泳げるようにする

と書いてありまして、これはすごいと思ったんです。その

ために処理場を 150 カ所だったかな、ちょっと覚えていな

いですけれども、とてつもなくすごいことが書いてありま

して、本当に年数もごくわずかの年数でやるのだと。それ

は地方の自治体が言っているわけです。それだけ力がある

のですね。本当にやっているかどうかは知りませんけれど

も、とにかくやる気だけはあちこち持っているなという感

じはするのです。 

最近特に時代が変わってきて、中国も CO2 でも世界一に

なってしまったし、世界の目が向いてきましたから、ここ

にきて急に変わっているのかなと私は思っているんです

けれども、その辺はどんなものでしょう。研究者は増えま

したか、お金も増えましたか。 

 

【李講師】日本の JST でかなりきちんとした日本語訳の本

が出されて、研究者の数はかなり増えています。論文も特

許も含めて。 

 

【質問者 4】特に最近の傾向はどうでしょうか？ 我々の

若いころに比べたら、もう雲泥の差です。中国の方はすご

く論文数も増えたし、びっくりするぐらいだと思います。 

 

【李講師】ただ、私が心配しているのは、質のほうですね。

先ほど 3枚目のスライドで示したのですけれども、質で評

価すると、ちょっと問題がいろいろある様に思えます。 

 

【質問者 4】まあ、それは一概には言えなくて、結構勉強

している人も多いですから。 

 

【李講師】それは事実と思います。例えば、中国の大学生

は即戦力がないと就職したらすぐにクビにされるという

現実で、みんなすごく努力して、日本の学生より頑張って

いるという日本の先生からの評価もありますし、実際に中

国国内もそう思います。 

 

【質問者 4】それは、学生さんはすばらしいですね。 

 

【李講師】非常に厳しい現実があるのです。ですから、速

度は速いですが、環境分野、例えば、高速道路や先日も高

速鉄道で事故がありましたが、それはすべて速度だと思う

のです。都市建設にしても、ビルを建設にしても、速度が



 

26 

速く、それはいいのですけれども、環境はいろいろな複雑

な要因に制約されていますので、簡単には進みません。 

 

【司会】中国は広いですよね。ですから、全てを善くする

というのは大変だということと、今、中国は経済成長で環

境が二の次みたいにも見られていますよね。要は、花火的

に象徴的に、さきほどの質問でもありましたとおり、すご

くきれいにしてしまったというところだけ目立つように

ＰＲして、本当はまだ汚い川がたくさんあるのではないか

と思っている人もいる訳ですけれども、その辺はどうです

か。 

 

【李講師】昔はそうだったかもしれませんが、現在は本当

に中央政府の決心があって、環境問題にも予算をつけて、

自治体の幹部に対しても厳しく要求していますね。また、

河川は、よく自治体に行くと、日本と同じような委員会で

はなくて、向こうはあるプロジェクトがスタートするとき

に専門家で評価するのです。例えば、市長は、２年越しに

このぐらいの予算ですべてを改善するようにとすぐ求め

てきます。つまりは、まだ行政が水環境問題解決の難しさ

をきちんと理解していません。 

 

【司会】そうすると、中央政府も、工業生産よりも環境を

優先しなさいということで、地方をそういう方針で進めて

いる部分もあるわけですか。 

 

【李講師】はい、そうです。特に第 12 次 5 カ年計画は、

中央政府としては本当は GDP 成長を 9％とか 10%にも設定

ができる訳ですが、今回は GDP 追求ではなくて、わざわざ

7%に設定しています。なぜその値に設定したかというと、

もちろん発展も重要ですが、グリーン成長、特に最近、温

家宝首相は COP17 にも手を挙げて、アメリカはまだ参加し

ていませんが、京都議定書に中国は参加しています。中央

政府では、今、このまま量だけに依存して経済発展してい

くことは、資源を使ってエネルギーを使って、非常によく

ないという認識があります。昔、日本の構造改革は実際に

いろいろな動きをしていたのです。ただ、中国は大きいの

で、なかなかすぐできないこともあると思うのですけれど

も。 

 

【質問者 5】今日は貴重なお話をありがとうございました。

地表水のみならず、地下水の汚染も深刻であるということ

で、私も大変驚いたんですけれども、スライドの中でノン

ポイントソースのコンタミネーションではなくて、ポリュ

ーションという表現でいらっしゃったので、フォスフォラ

イト、シリケート、それは主に有機汚濁の指標の代表的な

ものかと思うのですけれども、あえてポリューションとい

う表現の内容としては、例えば、それが農薬関係に起因す

るものが多いということでしょうか。ポリューションは毒

物とか有害物のイメージが非常に強かったものですから、

コンタミネーションであれば、有機質の汚濁という捉え方

ができるかとおもいますが。 

それから、二点目の質問は、それらに対する対応策で、

日本の場合、ノンポイントソースは大方下水道で受け持っ

ています。ポイントソースは事業所単位の個別の施設で処

理して行っているのですけれども、中国の場合は、ノンポ

イントソースに対しての汚濁対策として、流域下水道で捨

取して処理するというほかに、プラスアルファの、例えば、

農場単位での施設処理というんですか、広域に出る前の、

公共の水域に出る前の対策をされているのでしょうか。１

点は質のことの解釈、もう一点は、処理方法のことと、２

つお伺いできれば幸いでございます。 

 

【李講師】今日は時間の関係で紹介していないのですが、

例えば、中国の飲用水の基準は、1998 年はまだ 35 項目し

かなくて、2007 年は一気に 106 項目、その中で農薬に関

するものはかなり多いです。一般的な農薬関係、あとは微

量化学物質と金属関係、そのあたりはかなり増えて、しか

も大 EU の今の基準と同じようになっています。 

それは汚濁だけではなくて、いろいろな人間の健康とい

う面も、そのあたりの研究もかなり進んでいます。例えば、

私の大学とドイツ、ドイツは 9の大学、あと大きな国の研

究機関が既に 10 年、最近ドイツで 10 周年の記念報告会が

あって、これからまだ 10 年継続するのですけれども、そ

の中にも微量化学物質汚染の調査とか、対策技術とかかな

りいろいろやっています。その中に、主に地表水の、地下

水のいろいろな調査、あとは飲用水の処理技術があります。 

あと 2番目の処理技術の件ですが、最近は世界メーカー

が、大きなマーケットと位置づけ、中国全土に来ています。

私も 2008 年から 2週間、日本の JETRO の環境とエネルギ

ー分野のコーディネーターを務めさせて頂きました。日本

の会社の相談はものすごく多いです。ただ、むしろドイツ

とか、フランスとか、ヨーロッパ、あとはシンガポールな

どは、政府が積極的に営業に来られます。日本は会社の担

当だけが来ますので、ちょっと大変な面もあるかもしれま

せん。シンガポールが一番典型的で、シンガポール政府そ

のものが一つの大きな会社という感じで、最近中国と提携

した大きな事業も、シンガポールの総理が自ら中国に来ら

れるということもあって、またドイツもフランスもすべて

国主導でやっているんです。だから、技術的には、結構い

ろいろな技術、あと地元も大学や研究機関などでの開発も

かなり進んでいます。例えば膜などは中国で安い製品を開

発し、日本の会社がその安い膜を日本に逆輸入して使うと

いうことも検討しているようです。 

 

【司会】時間になりましたので、今日は先生、どうもあり

がとうございました。 

本日の JRRN 河川環境ミニ講座はこれで終了とさせて頂

きます。 
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講 演 者 プ ロ フ ィ ー ル  
 

 

 

講演者プロフィール 

 

 

 

 

 

   李 建華氏 

 

 

 

   中国・同済大学教授/ 東京大学特任教授 

 

＜経歴＞ 

1993 年 信州大学大学院修了（物質循環学） 

1996 年 東京都立大学大学院博士課程修了 

1996 年 建設省土木研究所環境部 研究員 

2001 年 （独）土木研究所水循環グループ 研究員 

2004 年～ 現職 

＜専門分野＞ 

■ダム・湖沼の水環境保全、富栄養化対策技術 

■河川再生技術、河川環境モニタリング技術 

■水質のリスク評価と生物多様性 
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参 加 者 ア ン ケ ー ト 結 果  
 

本行事参加者より頂戴したアンケート結果は以下の通りです。 
（回答者：5名） 
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日本河川・流域再生ネットワーク（ＪＲＲＮ） 

 

「日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN）」は、河川

再生に関わる事例・経験・活動・人材等を交換・共有する

ことを通じ、各地域に相応しい水辺再生の技術や仕組みづ

くりの発展に寄与することを目的に2006年11月に設立さ

れました。また、日中韓を中心に活動する「アジア河川・

流域再生ネットワーク（ARRN）」の日本窓口として、日本

の優れた知見をアジアに向け発信し、同時に海外の素晴ら

しい取組みを日本国内に還元する役割を担います。 

http://www.a-rr.net/jp/ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回 JRRN 河川環境ミニ講座 講演録 （2011 年 12 月 22 日開催） 
                                        

発行日      2012 年 1 月 30 日 

発 行      日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

事務局（連絡先） 〒104-0033 東京都中央区新川 1丁目 17 番 24 号 

 新川中央ビル 7階 財団法人リバーフロント整備センター内 

 Tel: 03-6228-3860 Fax: 03-3523-0640 

 E-mail: info@a-rr.net,  URL: http://www.a-rr.net/jp/ 

                                        

 

 

 
 

 

 

 

JRRN は、「アジア河川・流域再生ネットワーク構築と活用に関する共同研究」の一環として、（財）リバ

ーフロント整備センターと（株）建設技術研究所国土文化研究所が公益を目的に運営を担っています。 
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